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Ⅰ．分科会のねらい
　本分科会では，学部生が卒業研究で行った細菌学的調
査をきっかけに，衛生面での徹底ができずにいた対象者
への介入ができた事例の報告を素材として，臨床での看
護実践と基礎研究のつながり，研究を臨床でどのように
活かしていけば看護の質の向上に至るのかについて検討
することをねらいとした。
Ⅱ．話題提供者
　熊谷　民（日本医科大学付属病院）
　永井　恵（東京大学医学部附属病院）
　岡田　忍（千葉大学大学院）
Ⅲ．参加者
　臨床看護師６名，保健師１名，特別支援学校教諭１
名，大学院生２名，看護教員１名の計11名
Ⅳ．討議の概要
１．話題提供の概要
　まず，話題提供者より，卒業研究として取り組んだ
基礎研究について報告があった。これは，「厳密な無菌
操作を要すると習ったはずの導尿が，間欠的自己導尿
（CIC）においては，非無菌的条件下で行われており，
その手技やカテーテルの状況によっては，尿路感染の原
因になるのではないか」と疑問を感じたことがきっかけ
であった。実際に，在宅で１か月以上CICを施行して
いる成人患者11名に対し，質問紙調査と使用しているカ
テーテル・保存容器・保存液から採取した検体を細菌学
的に培養し，その汚染状況を調査した結果が報告され
た。対象者のうち１名に突出した汚染が認められたた
め，次年度の卒業研究に引き継ぎ，その対象者に，汚染
の原因と考えられる対象者のカテーテル管理方法を見直
す介入（充分な量の消毒液を渡し，カテーテルを保存液
に完全に浸す）を実施し，細菌数の減少が確認できた，
というものであった。
２．討議の経過
　参加者からは，「充分な量の消毒液を渡し，カテーテ
ルを保存液に完全に浸す，という介入だけでよかったの
か，他にもっとやるべきことがあったのではないか」と
の問題提起がなされた。これをきっかけに，看護実践と
エビデンスの関係について意見交換が行われた。
　細菌数を減少させるという点においては，手指消毒，
カテーテルに付着した有機物の洗浄，などが有効である
との細菌学的なエビデンスがすでに明らかになってお
り，これらのエビデンスを複合して活用することによ
り，さまざまな介入方法を検討する可能性が広がること
が確認できた。
　一方，この事例における決定的な問題を特定するため
には，カテーテルの汚染状況だけでなく患者の認識や行
動を観察する必要があり，社会科学的なエビデンスも必
要であることが確認できた。
　さらに，その人が長年の生活の中で培ってきた手技や
方法を変更しなければならないような場合は，細菌学的
なエビデンスを押し付けるのではなく，その人にとって
現実的な方法で折り合いをつけるためのエビデンスが必
要である，との意見が出された。
３．まとめ
　エビデンスと一口に言っても，単純な細菌学的エビデ
ンスだけでなく，社会科学的エビデンス，その人にとっ
て現実的な方法で折り合いをつけるためのエビデンスま
で，多様なエビデンスがあり，それらが複雑に絡み合っ
て看護実践に根拠を与えている，ということが確認でき
た。このような看護実践におけるエビデンスの重層性を
踏まえ，すでに明らかになっているエビデンスと，まだ
明らかになっていないエビデンスをはっきりさせ，看護
実践の根拠を明確化しガイドラインとして示していくこ
とが，看護学を基盤とした分野横断的な学会である本学
会の役割ではないか，との見解に至った。
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